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　第56回秋季全道高校野球大会で、釧根地区代表の中標津高校野球

部が初のベスト４に。準決勝で敗れたものの、釧根勢としては14年

ぶりの快挙。 

「健闘N高野球部」 
 

【準々決勝・函館中部高校戦】試合終了後、笑顔でベンチに引き揚げる中標津ナイン 釧路新聞社提供 

全道高校野球秋季大会　　２回戦　中標津高校　５－４　立命館慶祥高校 
　　　　　　　　　　　　３回戦　　　〃　　　10－０　函館中部高校 
　　　　　　　　　　　　準決勝　　　〃　　　０－10　鵡川高校 
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市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
町
民
の
意 

見
は
均
等
に
分
か
れ
た
。
そ
の
中
で
一 

番
多
か
っ
た
の
は
①
賛
成
の
五
十
二
人 

（
三
十
五
・
六
％
）
二
番
目
は
②
反
対 

の
四
十
七
人
（
三
十
二
・
二
％
）
。
そ 

の
次
に
③
わ
か
ら
な
い
も
四
十
四
人
（
三

十
・
一
％
）
と
意
見
は
三
等
分
に
分
か

れ
た
。
①
賛
成
の
人
は
「
市
に
な
る
」

「
わ
が
町
だ
け
で
は
な
り
た
た
な
い
」

「
財
政
の
活
性
化
に
な
る
」
「
財
政
難
。

十
七
年
度
ま
で
に
合
併
し
な
い
と
不
利
」

な
ど
が
主
な
理
由
。
逆
に
②
反
対
の
人

は
「
他
町
と
合
併
し
て
も
利
益
な
し
」

「
他
町
の
借
金
は
い
ら
な
い
」
「
大
き

く
な
る
だ
け
が
良
い
こ
と
で
な
い
」
「
合

併
後
の
リ
ス
ク
の
方
が
大
き
い
」
こ
と

が
反
対
の
理
由
。
③
わ
か
ら
な
い
と
答

え
た
人
は
「
情
報
不
足
」
「
利
点
、
欠

点
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
」
「
も
う
ひ

と
つ
ピ
ン
ト
と
こ
な
い
」
な
ど
が
理
由

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

中標津町の有権者から選んだ500人に、

書面による郵送調査。調査時期は平

成15年６月。有効回答数146人。有

効回答率は29.2％回答者の内訳は男

性48％、女性52％。 

調査方法 

「
な
か
し
べ
つ
の
ま
ち
づ
く
り
」 

評
価
調
査 

意
見
は
分
か
れ
る 

●
市
町
村
合
併
賛
否
は 

　
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
は
①
「
賛

成
」
四
十
二
・
三
％
が
多
く
、
逆
に
女

性
は
②
「
反
対
」
が
三
十
五
・
六
％
と

多
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

③
わ
か
ら
な
い
と
答
え
た
女
性
（
三
十

五
・
六
％
）
は
男
性
よ
り
十
％
ほ
ど
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
①
賛
成
の
多
い
男

性
は
「
各
町
村
の
よ
い
と
こ
ろ
が
一
つ

に
な
る
気
が
す
る
」
（
三
十
才
代
）
が

理
由
。
②
反
対
の
女
性
は
「
交
通
の
便

が
不
安
」
（
二
十
才
代
）
「
公
共
機
関

が
遠
く
な
り
不
便
」
（
三
十
才
代
）
な

ど
の
理
由
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

男
性
は
賛
成
、
女
性
は
反
対 

●
男
女
別
で
は 

町
で
は
、
「
市
町
村
合
併
」
や
「
都
市
基
盤
」
な
ど
に
つ
い
て
町
民
の

意
識
を
探
る
「
な
か
し
べ
つ
の
ま
ち
づ
く
り
を
評
価
し
ま
せ
ん
か
」
調

査
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
①
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
「
賛
成
」
「
反
対
」
「
わ

か
ら
な
い
」
の
回
答
が
、
均
等
に
分
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
②
都
市
基

盤
③
産
業
振
興
④
環
境
共
生
⑤
生
活
環
境
⑥
健
康
な
ど
の
項
目
に
つ
い

て
調
査
し
た
結
果
も
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

こ
の
調
査
は
、
町
の
第
五
期
総
合
発
展
計
画
に
つ
い
て
、
町
民
か
ら
み

た
施
策
の
達
成
度
合
を
把
握
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て

い
く
た
め
に
毎
年
、
実
施
（
昨
年
に
続
き
二
回
目
）
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
調
査
デ
ー
タ
と
意
見
に
つ
い
て
は
、
六
十
四
ペ
ー
ジ
の
報
告
書
に

ま
と
め
、
今
後
の
各
施
策
の
実
施
や
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
「
な
か
し
べ
つ
の
ま
ち
づ
く
り
を
評
価
し
ま
せ
ん
か
」
調
査
結
果

報
告
書
は
、
役
場
一
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
希
望
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画
財
政
課
企
画
係

ま
で
。 

未記入　3人（2.1％） 

賛　成 
52人 
35.6％ 

反　対 
47人 
32.2％ 

わからない 
44人 
30.1％ 

わからない 
35.6％ 

反　対 
35.6％ 

賛　成 
28.8％ わからない 

25.4％ 

反　対 
29.5％ 

賛　成 
42.3％ 

未記入　2.8％ 
女性 男性 
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年
代
別
に
み
る
と
、
年
代
が
高
く
な

る
と
①
「
賛
成
」
の
意
見
が
多
く
、
逆 

に
年
代
が
低
く
な
る
と
②
「
反
対
」
の

意
見
を
あ
げ
る
人
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、 

二
十
才
代
、
三
十
才
代
で
は
、
賛
否
よ

り
も
わ
か
ら
な
い
と
答
え
る
人
が
一
番 

多
か
っ
た
。
①
賛
成
の
多
い
六
十
才
代

は
「
一
町
村
で
高
齢
化
社
会
の
町
づ
く 

り
は
で
き
な
い
」
「
一
つ
の
力
よ
り
も

二
つ
の
力
を
合
わ
せ
た
町
づ
く
り
を
し 

た
方
が
よ
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
② 

反
対
の
多
い
若
い
年
代
は
「
昔
か
ら
の

町
名
を
変
え
る
の
は
さ
び
し
い
」
（
二 

十
才
代
）
や
「
合
併
し
て
し
ま
う
と
各

町
の
特
色
が
消
え
て
し
ま
う
」
（
三
十 

才
代
）
と
答
え
て
い
ま
す
。 

若
者
は
反
対
、
高
齢
者
は
賛
成 

●
年
代
別
で
は 

町内出身者は反対、町外出身者は賛成 
●出身地別及び居住年数別 

　
出
身
地
別
で
み
る
と
、
中
標

津
町
出
身
者
は
②
「
反
対
」
の

回
答
が
四
十
四
・
四
％
と
①

「
賛
成
」
の
二
十
二
・
二
％
の

倍
以
上
あ
っ
た
。
反
面
、
町
外

出
身
者
は
「
賛
成
」
の
意
見
が

多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
特
に
道

外
出
身
者
は
、
①
賛
成
が
六
割

以
上
あ
り
、
②
反

対
（
十
六
・
七

％
）
を
大
き
く
上

回
っ
た
。 

　
ま
た
、
居
住
年

数
別
（
表
省
略
）

に
み
る
と
、
居
住

年
数
（
二
十
年
以

上
）
が
長
い
ほ
ど

反
対
の
人
が
多
い

が
、
年
数
に
よ
り

バ
ラ
つ
き
（
賛

否
）
が
あ
っ
た
結

果
と
な
っ
た
。 

市町村合併アンケート 

町民はどう思う 
 

この結果についてお聞きしました 

 

 
 
 
 
 
 

小崎　千城さん 
（中標津連合町内会長） 

 

　町民の意見が三とおりに分かれ

たのは、妥当な結果だと思う。国

が大変だから、地方に合併を押し

つけるのは、無理がある。これまで、

中標津町は周辺市町村のお蔭で繁

栄させていただいていることを熟

慮するならば、中標津のことだけ

を考えるのでなく、近隣の町を含

めて全体がプラスになるかを前提

に考えることが大事だ。 

 

 
 
 
 
 
 

岩渕　堅治さん 
（計根別町内連合会長） 

　 

　広い視野で考えると、賛成の意

見がもっと多くなってもいいと思う。

60代以上の賛成が多いのは、自分

たちのことよりも、次世代の子供

たちのことを考えていると思う。 

20代の４割がわからないと答えて

いるが、合併を含めた町の将来に

関心、意識をもってほしい。 

0 20 40 60 80 100％ 

0 20 40 60 80 100％ 

1.922.2

15.420歳代 

中標津町出身 

町外（根室管内） 

町外（道内その他） 

町外（道外） 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代以上 

33.3

26.9 38.5 34.6

20.031.442.9

52.9 23.523.6

5.7

29.2 37.5

42.3 42.3

48.1

35.6

61.1 16.7 22.2

28.8 35.6

22.3 25.9

44.4 31.5

3.7

賛成 反対 わからない 未記入 

賛成 反対 わからない 未記入 
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都市基盤 
「公営住宅の整備」がよくなった 
 

　町民は『以前よりよくなった（以下よくなっ

た）』と回答したのは「公営住宅」や「公園」、

「道路整備」で、『以前より悪くなった（以下

悪くなった）』と感じたのは、「空店舗対策」

や「中心市街地の活性化」でした。昨年度の調

査と同様の結果で、ハード面の整備は徐々に進

んでいるという回答が多い反面、中心市街地の

ドーナツ化現象への対策を望んでいます。 

環境共生 
環境共生は全体的に「よくなった」 
 

　環境共生型では、『よくなった』ことは「ごみ

の減量化とリサイクルの推進」、『力を入れて欲

しい』でも一番多くなっています。また、『悪く

なった』には、「産業廃棄物の適正処理」と「収

集体制・施設の整備」でした。 

　町では、４月から指定ごみ袋制による新しいご

み分別収集体制となり、町民のごみ分別や不法投

棄等、廃棄物処理についての意見が多くなりました。 

産業振興 
「雇用の安定」と「魅力ある商店街」を切望 
 

　産業振興では、『悪くなった』と『特に力をい

れて欲しい（以下力を入れて欲しい）』に「雇用

の安定拡充」と「魅力ある商店街づくり」が上位

を占め、不景気による雇用問題などの改善を期待

しています。 

　『よくなった』には昨年と同じく「環境保全型

農業の推進」と「観光ルート・広域観光組織の整

備」でした。また、町の基幹産業である農業に対

する回答では、『わからない』、『未記入』が半

数近くになりました。 

0

15

62
11

42
10

60
14

6
61

68
3

56
中心市街地の活性化 

公園、緑化ゾーンな 
どの整備 

空き店舗（家）対策 

公営住宅の整備 

自然環境の保全、調和 
に配慮した土地利用 

各道路の整備 
（国道・道道・町道） 

10 20 30 40 50 60 70 80

33

31

29

28

24

10

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0

20

40

60

80

100

29 25 24 22 21 1326 19 18 13 12 10

魅
力
あ
る 

地
域
商
店
街
づ
く
り 

雇
用
の
安
定
拡
充 

新
し
い
産
業
の
創
出
・
支
援 

森
林
の
育
成
・
保
全 

観
光
ル
ー
ト
・ 

広
域
観
光
組
織
の
整
備 

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進 

ご
み
の
減
量
化
と 

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進 

生
活
雑
排
水
に
よ
る 

水
質
汚
濁
防
止 

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー 

の
推
進 

下
水
道
の
普
及
・
充
実 

収
集
体
制
・
施
設
の
整
備 

産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理 

64 5 4 6
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都市基盤 

環境共生 
産業振興 

中標津町 
選挙管理委員会 

13-3136



あ
な
た
の
一
票
　
子
供
の
未
来 

衆
議
院
議
員
総
選
挙 

不
在
者
投
票
実
施
中 

投票日は 
11月9日 

5

生活環境 
「公園・緑地整備」がよくなった　 
「除雪」への不満増える 
 

　生活環境で、『悪くなった』では「除排雪体制の充実」で、『力を

入れて欲しい』項目でも多く、関心が高くなっています。また、『よ

くなった』では「公園・緑地の整備」が飛び抜けて多くなっています。 

　また、昨年に続き「安全で良質な水の供給」を期待している結果に

なっています。 

健　康 
各項目（良・悪）で「医療の充実」への回答多い 
 

　各項目で、町民は「医療の充実」へ一番多く回答し、関心が高い結

果となっています。『よくなった』では高齢者や介護保険など各種福

祉サービスが向上した反面、「非行防止」や「救急医療体制整備」が『悪

くなった』と感じているようです。 

※各項目グラフの前にある○の中にある数字 
は、特に力を入れて欲しいと答えた人 

以前よりよくなったと答えた人 
以前より悪くなったと答えた人 

グラフのみかた 

23

36
32

19
26

24
4

27
4

25
15

36
7

3

22
32

16
43

70
5

38
2

9
24

安全で良質な水の供給 

市街地の町並み 

消防・救急体制の充実 

防犯対策 

除排雪体制の充実 

公園・緑地の整備 

町内の医療の充実 

非行防止活動の推進 

救急医療体制の充実 

高齢者福祉サービスの充実 

子育て学習、相談・ 
支援体制の充実 

地域福祉の充実 

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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生活環境 

健　康 

中標津町中標津町 
選挙管理委員会 

中標津町 
選挙管理委員会 

13-313613-3136
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第
三
回
根
室
管
内
四
町
任
意
合
併
検
討
協
議
会
が
十
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
協
議
会
の
内
容
と
、
町
が
十
一
月
か
ら
開
催
す
る
住
民
説
明
会
の
日
程
。 

そ
し
て
、
任
意
合
併
検
討
協
議
会
で
作
成
し
た
各
町
の
財
政
推
計
（
平
成
三

十
二
年
度
ま
で
）
に
つ
い
て
、
合
併
の
検
討
材
料
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

暮
ら
し
が
か
わ
る
、
ま
ち
が
か
わ
る
 

市
町
村
合
併
 

市
町
村
合
併
 ⑩ 

　根室管内４町任意合併検討協議会を６月29日に設置し、３回の協議会
が開催されました。協議会では、「合併を前提とせず４町が合併した場
合の将来像の検討をすすめ、法定協議会へ移行するかどうかの判断の目
標を12月とする」ことで作業を開始し、10月末に「住民説明用資料」が
完成しました。 
　この間、中標津町は、①「合併についてはまちづくりを推進する有効
な一つの手段と考えている」、②「仮に合併するとしたら平成17年３月
の合併特例法期限に間にあわせるべきである」と主張してきました。次
の法定協議会に進むためには12月までに中標津町としての合併に向けて
の意思を明確にしなくてはなりません。 
　説明資料の配布に併せ11月18日より市町村合併にかかる意見交換会を
開催します。 
　ぜひ住民の皆さんの将来のまちづくりへの意見をお聞かせください。 
開催は 
・中標津市街地の大通を東西に分割した２地域と計根別地区になります。 
・郡部の非農業者の方は、日程を参考の上、都合の良い開催日へ参加し
てください。 
・農業者の方は農協を通じてご連絡します。 
・各まちづくり団体との意見交換会もあわせて開催します。 
詳しくは、企画財政課企画係まで。 
※当日は事前に配布した「４町の合併問題を考える」冊子をお持ちくだ
さい。 

　
第
三
回
の
根
室
管
内
四
町
任
意

合
併
検
討
協
議
会
が
、
十
月
十
五

日
に
標
津
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
あ
す
ぱ
る
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
協
議
会
に
は
、
各
町
の
町
長
、

助
役
、
議
会
議
員
で
構
成
す
る
五

名
（
計
二
十
名
）
の
内
十
七
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
①

住
民
説
明
用
資
料
（
案
）
と
②
各

町
が
こ
の
冊
子
を
各
戸
に
配
布
す

る
こ
と
を
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
の
協
議
会
の

進
め
方
に
つ
い
て
は
、
①
十
一
月

中
に
、
各
町
の
住
民
説
明
会
な
ど

を
踏
ま
え
、
第
四
回
の
協
議
会

（
予
定
）
で
、
各
町
の
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
と

②
十
二
月
中
に
法
定
協
議
会
移
行

の
最
終
結
論
を
出
す
よ
う
に
進
め

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
 

意見交換会を予定している団体 

　中標津町農協、計根別農協、中標津町商

工会、中標津町商工会青年部、中小企業家

同友会南しれとこ支部、中標津青年会議所、

女性団体、労働団体、官公所属長など 

4町の財政 

日　程 
〇計根別地区 

　11月18日（火）午後７時～ 
　　　　・中標津町老人福祉センター 

〇中標津市街地区（東地区） 

　11月21日（金）午後７時～ 
　　　　・中標津経済センター 

〇中標津市街地区（西地区） 

　11月25日（火）午後７時～ 
　　　　・中標津町総合福祉センター 

　
根
室
管
内
四
町
任
意
合
併
検
討
協
議

会
で
は
、
町
民
に
、
「
四
町
の
合
併
問

題
を
考
え
る
」
冊
子
（
Ａ
４
版
で
二
十

四
ペ
ー
ジ
）
を
配
布
し
ま
す
。
冊
子
で
は
、

四
町
合
計
の
財
政
推
計
や
各
町
の
各
種

公
共
料
金
な
ど
が
比
較
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
中
で
、
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

四
町
の
合
併
し
た
場
合
と
合
併
し
な
い

場
合
の
将
来
推
計
が
比
較
、
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
各
町
別
の
財
政
推

計
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

　
こ
の
た
め
、
①
中
標
津
町
単
独
の
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
、
②
他
町
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 

　
そ
こ
で
、
各
町
の
財
政
推
計
（
予
算

と
累
積
収
支
）
と
一
人
当
た
り
に
し
た

累
積
収
支
（
左
図
）
を
作
成
し
、
今
後

の
合
併
論
議
の
検
討
材
料
と
し
て
提
供

し
ま
す
。
 

※
将
来
推
計
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
は
、

任
意
合
併
検
討
協
議
会
が
発
行
し
た

「
四
町
の
合
併
を
考
え
る
」
冊
子
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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4町の財政 将来推計 
中標津町は251億円の赤字見込 

　
根
室
管
内
四
町
任
意
合
併
検
討
協
議

　
根
室
管
内
四
町
任
意
合
併
検
討
協
議

会
で
は
、
町
民
に
、
「
四
町
の
合
併
問

会
で
は
、
町
民
に
、
「
四
町
の
合
併
問

題
を
考
え
る
」
冊
子
（
Ａ
４
版
で
二
十

題
を
考
え
る
」
冊
子
（
Ａ
４
版
で
二
十

四
ペ
ー
ジ
）
を
配
布
し
ま
す
。
冊
子
で

四
ペ
ー
ジ
）
を
配
布
し
ま
す
。
冊
子
で
は
、

四
町
合
計
の
財
政
推
計
や
各
町
の
各
種

四
町
合
計
の
財
政
推
計
や
各
町
の
各
種

公
共
料
金
な
ど
が
比
較
さ
れ
て
い
ま

公
共
料
金
な
ど
が
比
較
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
中
で
、
財
政
状
況
に
つ
い
て

　
こ
の
中
で
、
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

四
町
の
合
併
し
た
場
合
と
合
併
し
な
い

四
町
の
合
併
し
た
場
合
と
合
併
し
な
い

場
合
の
将
来
推
計
が
比
較
、
掲
載
さ
れ

場
合
の
将
来
推
計
が
比
較
、
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
各
町
別
の
財
政
推

て
い
ま
す
。
し
か
し
各
町
別
の
財
政
推

計
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

計
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

　
こ
の
た
め
、
①
中
標
津
町
単
独
の
場

　
こ
の
た
め
、
①
中
標
津
町
単
独
の
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
、
②
他
町
は
ど
う

合
は
ど
う
な
る
の
か
、
②
他
町
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

な
っ
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 

　
そ
こ
で
、
各
町
の
財
政
推
計
（
予
算

　
そ
こ
で
、
各
町
の
財
政
推
計
（
予
算

と
累
積
収
支
）
と
一
人
当
た
り
に
し
た

と
累
積
収
支
）
と
一
人
当
た
り
に
し
た

累
積
収
支
（
左
図
）
を
作
成
し
、
今
後

累
積
収
支
（
左
図
）
を
作
成
し
、
今
後

の
合
併
論
議
の
検
討
材
料
と
し
て
提
供

の
合
併
論
議
の
検
討
材
料
と
し
て
提
供

し
ま
す
。

し
ま
す
。
 

※
将
来
推
計
の
作
成
方
法
に
つ
い
て

※
将
来
推
計
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
は
、

任
意
合
併
検
討
協
議
会
が
発
行
し
た

任
意
合
併
検
討
協
議
会
が
発
行
し
た

「
四
町
の
合
併
を
考
え
る
」
冊
子
に

「
四
町
の
合
併
を
考
え
る
」
冊
子
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

　
根
室
管
内
四
町
任
意
合
併
検
討
協
議

会
で
は
、
町
民
に
、
「
四
町
の
合
併
問

題
を
考
え
る
」
冊
子
（
Ａ
４
版
で
二
十

四
ペ
ー
ジ
）
を
配
布
し
ま
す
。
冊
子
で
は
、

四
町
合
計
の
財
政
推
計
や
各
町
の
各
種

公
共
料
金
な
ど
が
比
較
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
中
で
、
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

四
町
の
合
併
し
た
場
合
と
合
併
し
な
い

場
合
の
将
来
推
計
が
比
較
、
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
各
町
別
の
財
政
推

計
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

　
こ
の
た
め
、
①
中
標
津
町
単
独
の
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
、
②
他
町
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 

　
そ
こ
で
、
各
町
の
財
政
推
計
（
予
算

と
累
積
収
支
）
と
一
人
当
た
り
に
し
た

累
積
収
支
（
左
図
）
を
作
成
し
、
今
後

の
合
併
論
議
の
検
討
材
料
と
し
て
提
供

し
ま
す
。
 

※
将
来
推
計
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
は
、

任
意
合
併
検
討
協
議
会
が
発
行
し
た

「
四
町
の
合
併
を
考
え
る
」
冊
子
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

17年後の 
累積収支 

4町の財政 
どちらに進む？ 

中標津町 

別海町 

標津町 

羅臼町 

150 

100 

50

150 

100 

50

150 

100 

50

0 

△50 

△100 

△150 

△200

14年　度 20 26 32
3 

－ 

△16 

△63

△14 

△153

△17 

△251

単年度収支 

累積収支 

14年　度 20 26 32
5 

－ 

△3 

△18

△1 

△29

△3 

△45

単年度収支 

累積収支 

14年　度 20 26 32
1 

－ 

△6 

△26

△6 

△64

△7 

△107

単年度収支 

累積収支 

14年　度 20 26 32
1 

－ 

△12 

△55

△7 

△111

△13 

△183

単年度収支 

累積収支 

150 

100 

50

万円 

単位：億円 

14 20 26 32

 中標津町 

別 海 町  

標 津 町  

羅 臼 町  

14年 20年 26年 32年 

1 

0.7 

8.8 

1

△26 

△35 

△33 

△43

△62 

△74 

△58 

△116

△101 

△131 

△99 

△216

中標津町 別海町 

羅臼町 標津町 

１人当たりの累積収支推計額 

各町財政の将来推移（　　　　歳入　　　　　歳出） 

159156

120
136

113
127

106
123

63 58 50 53 46 47 41 44 43 42 36 42 33 39 30 37

175174

146
158

135142
124
137
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中標津高校陸上部中標津高校陸上部 

　西崎　沙央里さんさん 
PLAN Do See  

　　　　金曽　義昭さん 

札幌キワニスクラブ 
　青少年教育賞を受賞した 

会　長 

今年の「クテクンの森夏物語」より 

「
用
途
地
域
及
び
都
市
計
画
税
課
税
区
域
の
 

　
変
更
（
拡
大
）
に
係
る
住
民
説
明
会
」
に
つ
い
て
 

 　
町
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
都
市
計
画
に
よ
る
用
途
地
域
を
決
定
し
、

そ
の
後
人
口
の
増
加
・
市
街
地
の
拡
大
・
法
改
正
等
に
伴
い
用
途
地
域

の
変
更
（
拡
大
）
が
必
須
と
な
り
、
昭
和
五
十
四
年
、
昭
和
六
十
一
年
、
 

平
成
五
年
に
変
更
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
現
在
、
用
途
地
域
外
に
宅
地
造
成
等
に
よ
る
土
地
利
用
が
進
展
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
空
間
の
形
成
と
住
宅
・
商

業
・
工
業
な
ど
が
適
正
に
配
置
さ
れ
た
合
理
的
な
土
地
利
用
を
実
現
す

る
た
め
、
用
途
地
域
の
変
更
（
拡
大
）
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
、
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変

更
（
拡
大
）
を
計
画
し
ま
し
た
。
 

　
今
回
、
新
た
に
用
途
地
域
の
拡
大
と
な
る
箇
所
は
、
「
川
西
地
区
」、

「
緑
町
地
区
」、
「
近
藤
団
地
」、
「
墓
地
東
側
地
区
」、
「
佐
々
木
団
地
」

の
五
地
区
で
約
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
用
途
地
域
の
指
定
に
伴
い
都
市
計
画
税
の
課
税
区
域
の
変
更

（
拡
大
）
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
な
お
、
都
市
計
画
税
と
は
都
市
計

画
事
業
に
要
す
る
費
用
で
あ
り
、
主
に
街
路
や
公
園
等
の
整
備
費
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
日
程
で
用
途
地
域
の
変
更
及
び
都
市
計
画

税
の
課
税
区
域
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い

日
程
に
て
ご
出
席
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 開
催
日
時
・
場
所
（
開
催
時
間
は
各
回
と
も
午
後
七
時
か
ら
）
 

・
第
一
回
　
十
一
月
十
七
日
（
月
）
　
明
生
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー
 

・
第
二
回
　
十
一
月
十
八
日
（
火
）
　
睦
会
館
 

・
第
三
回
　
十
一
月
十
九
日
（
水
）
　
緑
町
町
内
会
館
 

・
第
四
回
　
十
一
月
二
十
日
（
木
）
　
川
西
町
内
会
館
 

 ※
詳
し
く
は
、
街
づ
く
り
推
進
室
街
づ
く
り
推
進
係
（
内
線
３
５
２
）

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

授
賞
式
で
の
金
曽
さ
ん
 

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
考
え
る
会
と
し
て
活
動
し
て
い

る
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
　
Ｄ
ｏ
　
Ｓ
ｅ
ｅ
（
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・

シ
ー
）
」
（
会
員
二
十
人
）
が
、
去
る
九
月
二
十
四
日

札
幌
市
で
「
札
幌
キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
の
青
少
年
教
育

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

　
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
　
Ｄ
ｏ
　
Ｓ
ｅ
ｅ
（
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
・

シ
ー
）
」
は
「
計
画
・
実
践
・
評
価
」
を
意
味
す
る
言

葉
で
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
と
い
う
同
じ
思
い
を
持
っ

た
仲
間
が
集
ま
り
一
九
九
一
年
に
発
足
、
以
来
十
三
年

間
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、

会
員
一
同
「
自
分
た
ち
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
、
今
後

の
活
動
展
開
に
大
き
な
励
み
に
な
る
。」
と
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。
 

　
会
の
目
的
の
一
つ
に
「
青
少
年
の
健
全
育
成
」
が
あ
り
、
こ
の
町
の
将
来
を

託
す
子
供
た
ち
に
先
人
が
築
い
て
き
た
歴
史
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
色
々

な
体
験
を
通
し
て
知
恵
と
苦
労
、
ま
た
楽
し
み
を
学
び
子
供
た
ち
の
日
々
の
生

活
の
中
で
役
立
つ
こ
と
を
願
い
活
動
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

　
活
動
の
一
つ
に
子
供
た
ち
を
対
象
に
し
た
「
ク
テ
ク
ン
の
森
夏
物
語
」
が
あ

り
ま
す
。
武
佐
岳
の
麓
に
一
週
間
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、
サ
バ
イ
バ
ル
的
な
生
活

を
行
い
、
そ
の
体
験
し
た
こ
と
を
学
校
、
生
活
の
中
で
生
か
し
て
ほ
し
い
と
継

続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
ク
テ
ク
ン
の
滝
探
検
」

も
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
事
業
の
一
つ
で
す
。
昨
年
か
ら
は
、
「
竪
穴
住
居
づ

く
り
」
で
一
年
間
通
し
て
の
活
動
も
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
十
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
「
子
供
た
ち
と
一
緒
に
色
々
な
経

験
が
で
き
、
自
分
た
ち
も
色
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
会
員
に

と
っ
て
も
大
き
な
こ
と
。
事
業
に
参
加
し
て
く
れ
た
子
供
た
ち
に
あ
り
が
と
う

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。
」
と
金
曽
さ
ん
。
ま
た
、
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

多
く
の
団
体
、
個
人
の
方
の
協
力
に
も
大
変
感
謝
し
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
 

　
今
後
の
事
業
展
開
は
、
「
親
と
子
の
絆
」、
「
会

話
」、
「
ふ
れ
あ
い
」
が
で
き
る
事
業
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
「
私
た
ち
の
会
は

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
歓
迎
し
ま
す
。
是
非
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
？
」
と
会
の
Ｐ
Ｒ
も
忘
れ
ず
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。
 

 ※
「
キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
と
は
…
世
界
三
大
奉
仕
団
体
（
ロ

ー
タ
リ
ー
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
並
び
）
の
一
つ
で
、
世
界
八

十
三
カ
国
（
ク
ラ
ブ
数
八
千
七
百
三
十
六
）
に
あ
り
、
日

本
国
内
に
は
札
幌
を
含
め
二
十
一
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
 



9

  

中標津高校陸上部 

　西崎　沙央里さん 

健康いちばん 

四　釜　裕　睦 町立中標津病院 
　　麻酔科医長 

　
中
標
津
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

町
立
病
院
に
四
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
麻
酔
科
の
四
釜
（
し
か
ま
）

と
申
し
ま
す
。
 

　
麻
酔
科
学
は
医
学
の
中
で
は
比
較
的

歴
史
の
浅
い
学
問
で
、
手
術
を
受
け
る

患
者
さ
ん
の
術
中
管
理
か
ら
そ
の
歴
史

は
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
麻
酔
科

学
が
専
門
と
す
る
主
な
分
野
は
患
者
さ

ん
の
術
中
は
も
ち
ろ
ん
術
前
評
価
・
術

後
管
理
も
含
め
た
周
術
期
管
理
に
加
え

て
重
症
患
者
の
集
中
治
療
管
理
、
救
急

医
療
、
さ
ら
に
は
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
を
用

い
た
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
と
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
院

に
お
け
る
麻
酔
科
医
師
は
わ
た
く
し
一

人
で
あ
る
た
め
可
能
な
仕
事
量
に
は
限

度
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
安
全
に

手
術
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
麻
酔
を
提
供

す
る
こ
と
を
第
一
に
、
地
域
の
救
急
医

療
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
救
急
救
命
士
の

指
導
、
他
科
か
ら
紹
介
さ
れ
た
慢
性
疼

痛
患
者
さ
ん
に
対
す
る
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ

ッ
ク
外
来
を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
十
月
一
日
の
北
海
道
新
聞
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
に
関
す
る

記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
四
月

か
ら
救
急
救
命
士
の
医
師
の
指
示
な
し

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
が
認
め
ら
れ
、
現
在
一
般

市
民
の
心
肺
停
止
患
者
に
対
す
る
医
師

の
指
示
な
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
の
認
可
が
厚

生
労
働
省
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
と
国
際
蘇
生

法
連
絡
委
員
会
が
共
同
で
二
〇
〇
〇
年

に
発
表
し
た
心
肺
蘇
生
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
Ｇ
２
０
０
０
）
を
受
け
て
の
措
置

で
す
。
こ
の
Ｇ
２
０
０
０
に
よ
る
と
心

肺
停
止
に
陥
る
成
人
は
主
に
心
臓
疾
患

が
原
因
で
あ
り
、
致
命
的
な
不
整
脈
か

ら
い
か
に
早
く
正
常
な
洞
調
律
に
戻
す

か
が
蘇
生
の
鍵
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
に
お
い
て
も
通
院
患
者
さ
ん
の
安

全
を
考
慮
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
検
討

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
Ｇ

２
０
０
０
で
発
表
さ
れ
た
心
肺
蘇
生
法

（
一
次
救
命
処
置
：
主
に
一
般
市
民
が

行
う
、
二
次
救
命
処
置
：
医
療
従
事
者

が
行
う
）
は
世
界
標
準
と
し
て
世
界
中

ど
こ
で
も
言
葉
は
違
え
ど
同
じ
手
順
で

行
わ
れ
て
お
り
、
来
年
四
月
か
ら
施
行

さ
れ
る
新
し
い
研
修
医
制
度
で
も
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

は
一
次
救
命
処
置
に
含
ま
れ
る
手
技
で
す
。

当
院
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を
機
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
救
急
に
対
す
る
意

識
を
高
め
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
し
て
心

肺
蘇
生
法
の
世
界
標
準
が
「
町
内
標
準
」

と
な
る
よ
う
な
医
療
を
提
供
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

世界標準から町内標準へ 

　
町
立
中
標
津
病
院
で
は
、
今

年
度
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
」
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
 

　
詳
細
は
次
の
と
お
り
。
 

★
接
種
回
数
 

　
①
小
学
生
ま
で
二
回
（
二
回

目
は
、
初
回
の
約
四
週
間

後
）
 

　
②
中
学
生
一
回
 

　
③
高
校
生
〜
六
十
九
歳
ま
で

一
回
 

　
④
七
十
歳
以
上
二
回
（
二
回

目
は
、
初
回
の
約
四
週
間

後
）
 

★
接
種
料
金
 

　
・
中
学
生
以
下
 

　
　
一
人
一
回
二
千
円
（
税
込

み
）
 

　
・
高
校
生
以
上
 

　
　
一
人
一
回
三
千
円
（
税
込

み
）
 

★
接
種
日
時
 

　
・
中
学
生
以
下
（
小
児
）
 

　
毎
週
月
曜
日
か
水
曜
日
の
正

午
〜
午
後
三
時
半
に
再
来
受
付

機
ま
た
は
一
階
総
合
受
付
窓
口

に
て
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
小
児
科
外
来
受
診
の
上
、
接

種
し
ま
す
。
 

※
接
種
の
診
察
は
午
後
三
時
〜

午
後
四
時
 

　
・
高
校
生
以
上
（
大
人
）
 

　
接
種
の
み
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
毎
週
金
曜
日
午
後
三
時
〜

午
後
四
時
に
一
階
総
合
受
付
窓

口
に
て
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ

い
。
 

　
内
科
外
来
受
診
の
上
、
接
種

し
ま
す
。
 

　
慢
性
疾
患
な
ど
で
受
診
さ
れ

て
い
る
方
は
、
受
診
日
に
内
科

外
来
窓
口
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
同
日
接
種
し
ま
す
。
 

予
防
の
基
本
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に

は
、
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
投
与
に
よ
っ
て
体

内
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
く
り
、

感
染
し
に
く
く
し
た
り
、
感
染

し
て
も
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年

ウ
イ
ル
ス
の
姿
を
細
か
く
変
え

て
出
現
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
変

異
」
と
呼
び
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
、
予
防
接
種
の
ワ

ク
チ
ン
は
、
そ
の
シ
ー
ズ
ン
に

流
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
予
測

し
て
効
果
が
あ
る
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
流
行
と

ワ
ク
チ
ン
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

ま
す
。
 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
 

お
知
ら
せ
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 「
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
 

プ
レ
ー
ヤ
ー
」
を
譲
り
ま
す
 

 　
町
が
開
陽
台
展
望
館
で
使
用
し
て
い

た
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
、

映
像
機
器
更
新
に
よ
り
不
要
と
な
っ
た

た
め
、
お
譲
り
し
ま
す
。
必
要
な
方
は

十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
に
経
済

振
興
課
観
光
振
興
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 し
尿
汲
み
取
り
の
 

申
し
込
み
は
お
早
め
に
 

 　
し
尿
の
汲
み
取
り
は
、
例
年
、
年
末

に
希
望
が
集
中
す
る
た
め
、
収
集
や
浄

化
セ
ン
タ
ー
で
の
処
理
が
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

　
年
内
の
汲
み
取
り
を
希
望
す
る
場
合
は
、

十
一
月
末
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
翌
年

一
月
の
汲
み
取
り
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
し
尿
証
紙
を
必
ず
事
前
に
購

入
し
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
 

　
申
し
込
み
先
は
、
北
方
産
業
（
有
）
 

1
（
２
）
３
１
８
６
　
午
前
八
時
〜
 

午
後
五
時
ま
で
。
 

 電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の
 

購
入
助
成
に
つ
い
て
 

 　
町
で
は
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の
助

成
金
交
付
申
請
の
手
続
き
を
十
一
月
十

日
（
月
）
〜
二
十
五
日
（
火
）
ま
で
行

い
ま
す
。
助
成
件
数
が
九
件
と
な
っ
て

お
り
数
に
達
し
た
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
生
活
課
環
境
衛
生
係
ま
で
。
 

 「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
 

電
話
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ
 

 　
全
国
一
斉
に
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
電
話
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
 

　
相
談
内
容
は
、
「
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
暴
力
を
受
け
て
い
る
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
困
っ
て
い
る
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
に
悩
ん
で
い
る
、
そ

の
他
親
子
・
離
婚
問
題
で
悩
ん
で
い
る
」

な
ど
で
す
。
相
談
は
女
性
の
方
に
限
り
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人

で
悩
ま
ず
気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
優
し
い
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
、

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
・
専
門
機
関
の
ご

紹
介
等
を
し
て
く
れ
ま
す
。
 

日
　
　
時
　
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
 

　
　
　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
 

1
０
１
５
４
（
３
１
）
２
１
１
０
 

　
詳
し
く
は
、
生
活
課
戸
籍
住
民
係
ま
で
。
 

 特
設
人
権
相
談
所
を
 

開
設
し
ま
す
 

 　
釧
路
地
方
法
務
局
根
室
支
局
と
根
室

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
次
の
日

程
で
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
 

　
相
談
内
容
は
、
「
夫
婦
、
親
子
、
金

銭
貸
借
、
不
動
産
、
相
続
、
借
地
借
家
、

い
じ
め
、
体
罰
、
名
誉
信
用
、
そ
の
他

心
配
ご
と
」
な
ど
で
す
。
費
用
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

日
　
時
　
十
二
月
五
日
（
金
）
 

　
　
　
　
午
後
一
時
〜
午
後
三
時
 

場
　
所
　
役
場
二
階
二
〇
一
号
会
議
室
 

　
詳
し
く
は
、
生
活
課
戸
籍
住
民
係
ま
で
。
 

      自
衛
官
募
集
 

 募
集
種
目
　
自
衛
隊
生
徒
 

資
　
　
格
　
中
卒
（
見
込
み
含
む
）
 

　
　
　
　
　
十
七
歳
未
満
の
者
 

受
付
期
間
　
平
成
十
五
年
十
一
月
四
日
 

　
　
　
　
　
〜
平
成
十
六
年
一
月
六
日
 

試
験
期
日
　
平
成
十
六
年
一
月
十
日
 

　
　
　
　
　
（
一
次
試
験
）
 

　
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
自
衛
隊

帯
広
地
方
連
絡
部
中
標
津
募
集
事
務
所
 

1
（
２
）
０
１
２
０
ま
で
。
 

税　　金 

M A T I O N

11

NOVEMBERNOVEMBERNOVEMBERくらしの広場広場 広場 

11

 
11月は固定資産税（第３期） 
国民健康保険税（第６期） 
介護保険料（第６期）の納期 

です。 
 

　固定資産税の第３期と国民健康保険
税の第６期、介護保険料の第６期の納
期限は12月１日です。忘れずに納期内
に納めましょう。 
　町道民税の第３期、国民健康保険税
及び介護保険料の第５期の納期限がす
でに経過しています。 
　もう一度お手元の納付書を確認のうえ、
納付されていない方は早急に納めまし
ょう。 
　町税はみんなの財産です。町税を有
効に使うため、納期内納付にご協力を
お願いします。 
　～町税等各種収納金の 
　　　　　　　納付は口座振替で～ 
 
　11月の収納窓口休日開設及び 
　　　　　　　平日開設時間延長日 
 
 
 
 
 
　収納窓口開設時間延長、休日開設に
あわせて納税相談を実施していますので、
納税についてご相談ください。 

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

 

6

13

20

27

 

7

14

21

28

 

1

8

15

22

29

 

2

9

16

日 月 火 水 木 金 土 

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（TEL 0154-22-0111） 
日時／11月18日（火）午後１時～午後５時　　場所／中標津町経済センター 

休日開設日 

午前９時～ 
　午後５時まで 

開設時間延長日 

午後５時15分～ 
　午後８時まで 

17日（月） 
28日（金） 

 
固定資産税の減免について 

 
　中標津町町税条例では、災害により
著しく価値を減じた固定資産に対して
固定資産税を減免するとした規定が設
けられています。 
　９月26日に発生した十勝沖地震によ
って、家屋に次のような被害が見られ
る場合には、固定資産税が減免される
可能性があります。 
１．家屋が半壊または著しく損壊して
いる。 
２．家屋に著しい傾斜または変形を生
じている。 
３．家屋の外壁に剥離または亀裂が著
しく、全面取り替えもしくは大規模
な修繕を要する。 
　減免対象家屋と認定されるためには、
調査判定をした上で、震災による損耗
が全体の20％以上に及ぶと認められる
場合に限ります。 
　詳しくは税務課資産税係（内線207）
までお問い合わせください。 
 

整
備
が
進
む
運
動
公
園
 

23
30

30日（日） 
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I N F O R M

NOVEMBERくらしの広広場 くらしの広
 平

成
十
六
年
度
学
生
募
集
の
 

お
知
ら
せ
 

 　
北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門
学
院

で
は
次
の
と
お
り
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
（
高
校
卒
業
以
上
、
定
員
は
各

科
目
二
十
名
で
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
）
 

募
集
科
目
　
電
気
工
学
科
、
建
築
技
術
 

　
　
　
　
　
科
、
自
動
車
整
備
科
 

出
願
期
間
　
十
一
月
二
十
日
ま
で
 

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
立
釧
路
高
等
技

術
専
門
学
院
1
０
１
５
４
（
５
７
）
８

０
１
１
ま
で
。
 

 「
勤
労
者
福
祉
資
金
」
融
資
を
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

 　
北
海
道
で
は
、
中
小
企
業
に
お
勤
め

の
方
（
育
児
・
介
護
休
業
中
の
方
も
含

み
ま
す
）
、
季
節
労
働
者
の
方
、
企
業

倒
産
な
ど
事
業
主
都
合
に
よ
り
離
職
し

た
方
に
、
医
療
、
教
育
、
冠
婚
葬
祭
な

ど
の
「
生
活
資
金
」
を
融
資
し
て
い
ま
す
。
 

融
資
対
象
や
条
件
な
ど
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
各
取
扱
金
融
機
関
（
北

海
道
労
働
金
庫
、
各
信
用
金
庫
、
各
信

用
組
合
）
ま
た
は
根
室
支
庁
商
工
労
働

観
光
課
1
０
１
５
３
（
２
３
）
６
１
３

１
ま
で
。
 

           戦
没
者
等
の
妻
及
び
 

父
母
等
の
皆
様
へ
 

 新
た
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

・
平
成
五
年
四
月
一
日
以
降
に
夫
が
死
 

　
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
十
五
年
 

　
四
月
一
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
 

　
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有
し
 

　
て
い
る
妻
の
方
。
 

・
平
成
八
年
に
最
終
償
還
を
終
え
た
戦
 

　
傷
病
者
妻
特
別
給
付
金
を
受
け
て
い
 

　
た
方
で
、
夫
が
平
成
五
年
四
月
一
日
 

　
か
ら
平
成
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
 

　
間
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
 

　
十
五
年
十
月
一
日
に
お
い
て
公
務
扶
 

　
助
料
等
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
 

　
る
妻
の
方
。
 

・
平
成
五
年
四
月
一
日
以
降
に
子
又
は
 

　
孫
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
 

　
十
五
年
四
月
一
日
に
お
い
て
公
務
扶
 

　
助
料
等
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
 

　
る
父
母
等
で
、
他
に
氏
を
同
じ
く
す
 

　
る
子
も
孫
も
い
な
い
方
。
 

・
請
求
期
限
は
平
成
十
八
年
十
月
二
日
 

　
ま
で
で
す
。
 

特
別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

・
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え
た
 

　
戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
。
 

・
第
十
七
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
 

　
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
。
 

・
第
十
九
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
 

　
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
等
。
 

・
請
求
期
限
は
、
平
成
十
八
年
三
月
 

　
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
 

※
　
請
求
手
続
き
及
び
内
容
の
詳
細
に
 

　
つ
い
て
は
、
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
内
 

　
線
２
３
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
 

　
だ
さ
い
。
 

 住
宅
需
要
実
態
調
査
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

 　
国
土
交
通
省
で
は
、
十
二
月
一
日
に

全
国
各
地
に
お
い
て
「
平
成
十
五
年
住

宅
需
要
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
す
。
 

　
こ
の
調
査
は
、
皆
様
が
住
宅
や
そ
の

周
り
の
環
境
に
つ
い
て
日
頃
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
な
ど
を
伺
う
も
の
で
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
よ
り
良
い
住
ま

い
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
重
要
な
資
料

と
な
る
も
の
で
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
調
査
に
関
す
る
詳
し
い
お
問
い
合
わ

せ
は
、
管
理
課
住
宅
係
（
内
線
３
３
２
）
 

ま
で
。
 

住民主体のまちづくり応援します 

　地域の特色を生かした産業・文化の振興や、イベント開催、地域
住民の健康づくりや社会教育活動など住民参加のまちづくりや人材
育成に関連する事業に対し、経費の一部を助成します。 
　１件あたりの補助金は、事業費の２分の１以内で、５万円以上 
100万円を限度として助成しますので、平成15年度中に事業を計画
している方は、経済振興課地域振興係（内線343）までご相談くだ
さい。 

健　　康 

骨粗鬆症検診のお知らせ（11月分） 
 
　12月分の予約の受付についてお知ら
せします。 
申込期間　11月５日～10月20日の平日 
実施期間　12月１日～12月26日の平日 
内　　容　問診、骨密度測定、診察 
料　　金　1,000円 
定　　員　１日２人 
実施場所　町立中標津病院 
申込み先　中標津町保健センター 
　　　　　1（２）2733まで 

 
赤十字救急法救急員養成講習の 

募集について 
 
　日本赤十字社主催で応急手当の知識、
技術を習得し日常生活で実践できる者
の養成のため、次の日程により講習会
を行いますので、ご希望の方は是非受
講ください。 
日　　程　11月15日（土）、16日（日）
　　　　　及び11月22日（日）の３日間 
※全日程の受講が必要となり、最終日
に検定が実施されます。 
時　　間　午前９時～午後５時（３日
　　　　　間とも） 
場　　所　中標津総合福祉センター　
　　　　　（プラット） 
受 講 料　3,000円 
受講資格　満15歳以上の人 
募集人員　10名 
申込期限　11月10日（月） 
※定員になり次第締め切ります。 
　申し込み・お問い合わせは、福祉課
社会福祉係（内線231）まで。 
 
 
 
 
 
 
 
 
町立病院からのお知らせ 
　11月の整形外科診療日は次のとおり
ですので、お間違いのないようにお願
いします。 
 
 
 
 
 
※他医療機関からの患者様については、他

医療機関における治療経過・投薬等がわか

る診療情報提供書を持参して受診していた

だきますよう、ご協力をお願いします。 

 

誇りをもって働き　豊かなまちにしましょう 　町民憲章より 

月曜日　10日、17日 
火曜日　なし 
水曜日　5日、12日、19日 
木曜日　6日、13日、20日、27日 
金曜日　7日、14日、21日、28日 

　区　　分　中小企業に働く方　季節労働者の方　離職者の方 

　資金使途　医療・災害・教育・冠婚葬祭・一般生活費など 

　融資利率　　　  年1.50％　　　　　　　  年0.60％ 

　融資金額　　　　　　　　100万円以内 

　融資期間　　　　　　　　　５年以内 

　償還方法　　　　元利均等月賦償還（半年賦併用可） 

※融資利率は平成15年４月１日現在のものです。 
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こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　 

VOL.491 （　） 内は前月比 

誕生  24人  　死亡  16人 
転入  93人  　転出  93人　 

９月30日現在住民登録人口 

町の人口 
男 
女 

世 帯 数 

23,797（＋8） 
11,682（＋1） 
12,115（＋7） 
9,882（－1） 

なかしべつ  

地球が丸く見える

10

赤
い
羽
根
共
同
募
金
 

3

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
街
頭

募
金
が
町
内
の
大
型
店
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
募
金
は
毎
年
十
月
〜
十

二
月
末
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
、

皆
様
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た
寄
付

金
は
地
域
の
福
祉
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
使
わ
れ
る
な

ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

地球が丸く見える

10

じ
ど
う
か
ん
祭
り
 

4

　
じ
ど
う
か
ん
祭
り
実
行
委
員

会
主
催
の
「
じ
ど
う
か
ん
祭

り
」
が
し
る
べ
っ
と
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
会
場
で
は
、
十
円
シ
ョ
ッ
プ

や
だ
が
し
や
さ
ん
、
ゲ
ー
ム
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
多
く
の
催
し
が
行

わ
れ
、
訪
れ
た
子
供
た
ち
は
あ

ち
こ
ち
忙
し
そ
う
に
走
り
回
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
 

地球が丸く見える

10

養
老
牛
温
泉
紅
葉
ま
つ
り
 

5

　
第
三
十
七
回
養
老
牛
温
泉
紅

葉
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、

会
場
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、

無
料
提
供
さ
れ
た
じ
ゃ
が
い
も

の
塩
煮
、
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー

グ
を
堪
能
。
川
に
放
流
さ
れ
た

ヤ
マ
ベ
を
釣
る
人
や
、
特
設
会

場
で
行
わ
れ
た
ヤ
マ
ベ
す
く
い

競
争
に
参
加
す
る
な
ど
穏
や
か

な
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

地球が丸く見える

10

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
 

5

　
東
町
内
会
を
対
象
と
し
た
防

災
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
九
月
二
十
六
日
に
十
勝
沖
地

震
が
発
生
し
た
直
後
で
あ
り
、

訓
練
に
参
加
し
た
住
民
の
皆
さ

ん
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
各
家
庭
で
も
、
も
し
も

の
た
め
に
非
常
持
ち
出
し
品
や
、

非
常
食
の
備
蓄
な
ど
日
頃
か
ら

災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
 

写真をご希望のかたにネガをお貸しします。 




